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第11回国際伝熱会議に参加して

鯵
ThellthlnternationalHeatTransferConference
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7日に，時の細川護煕首相と金泳三大統領が日韓首脳

会談をここで開催したことを記念するプレートが埋め

込まれている．当時の新聞の縮刷版をたぐってみると，

この玄|奥l前で共同記者会見をし，日韓の新しい転機と

なることを誓ったとあった．

1．アンニョンハセヨ

4年に一度のイベントというと，オリンピック，サッ

カーW杯，米国大統領選挙などが思い浮かぶが，伝熱

関係者には，もう一つ，国際伝熱会議(International

HeatTransferConference,略してIHTC)が加わ

る．その第11回が，1998年8月23日から28日の間，韓

国の慶州(Kyongju)で開催された．

アンニョンハセヨ（韓国語で「こんにちは｣)．慶州

を訪れた日本人は多いと思う．韓国の南部，釜山から

高速道路を利用して1時間あまりの所に位置する（図－

1)．慶州は紀元前57年から935年まで新羅の王都で，

史跡が多く，さらに美しい普門湖(PomunLake)

を中心にリゾート設備も充実している．

会議はその普門湖のほとりにあるHiltonHotelで

開催された．写真1は当地で配布された観光案内から

切り取った写真であるが，湖側に向かって凸型のビル

(矢印の上方）がそれである．緑の湖畔にあってピン

ク色で一際目立ち，正面玄関横には,1993年11月6・
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図－1慶州(llthlHTCのFinalProgramより）
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写真1普門湖と会場のHiltonHotel(1)(観光案内より）

＊東京工業大学工学部機械科学科助教授

〒152-8552東京都目黒区大岡山2-12-1
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2．噸エネルギー・資源″とい伝熱研究〃参照

のすすめ

第11回IHTCに至るまでの経緯は，「エネルギー・

資源」誌にも，鈴木先生の第8回報告'）と第9回報

告2)，さらに岩渕先生の第10回報告3)に詳細に述べら

れており，特に第8回報告')は，伝熱を専門とされな

い会員の方にも最適の導入記事となっているので，合

わせてお読みいただくことを強くお勧めする．これら

の報告との重複をさけるため，ここでは全11回の開催

地が，ロンドン→ボールダー→シカゴ→パリ→東京→

トロントー〉ミュンヘン→サンフランシスコ→エルサレ

ム→ブライトン→慶州というように，欧州と米国を中

心としつつも，世界各地を転々としてきたことだけを

お伝えする．

一方，第11回IHTCについては，本報告執筆に先ん

じて発行された日本伝熱学会の「伝熱研究」1998年10

月号4)に，全38ページの特集が組まれ，セッションご

とに発表論文の詳細な報告がなされている．そこで本

報告では，それらの中で触れられていないことに重点

をおいて，全体的な雰囲気をお伝えしたいと思う．

3．ソウル国立大学を中心とする実行委員会と

(IHTC)2

実行委員長はS.T.Roソウル国立大学教授，事務

局長はJ.S.Leeソウル国立大学教授が務められた．

IHTCの準備・運営は想像するだけでも大変な仕事

であろうと思う．最近，伝熱に関する国際会議は数多

いが，その中でもIHTCは最も核となるworldwide

な会議である．今回は32ケ国から600名以上の参加者

を迎えたとのことで，発表論文も後述のように600件

近い．このような規模で，講演のProgram､Proceed-

ings,参加者のRegistration､Accommodationは

言うまでもなく,Banquet,PhotoGallerySession,

ShortCourse,Workshop,PanelDiscussion,

CommitteeMeetings,BookExhibition,さらに，

TourService,PhotoService,PostalService,

BusService等を，首尾良く準備・運営されたソウル

国立大学を中心とするスタッフの方々に，敬意を表す

る．

実行委員会の力量は，エスプリに富んだ配布資料に

もうかがえる．ソウル国立大学のS.H.Chung博士

が準備された!!KyongjuistheInternationalHeat

TransferConferencesite.It'salsoanlnteresting

エネルギー・資源

HeatTransferCulturalsite!''は，どの関連資料

にもバインドされないA4用紙1枚のチラシにすぎな

いように見えるが，これは古都慶州の史跡を伝熱の観

点からとらえた興味深い解説である．せっかくの力作

が参加者の目にしか留まらないのは余りにも惜しいと

思い,Lee教授とChung博士に本誌への転載をお願い

したところ，快諾していただいた．そのチラシをB5

版に縮小して，文末に掲載するので，お楽しみいただ

きたい．

4．会議の内容

第11回IHTCの論文構成を,FinalProgramに基

づいて筆者が数えた結果は下記のとおりである．

・プリーナリ・レクチャー1件

・キーノート・レクチャー24件

・スペシャル・レクチャー1件

・一般論文550件

日本からはキーノート・レクチャー3件（庄司正弘

東京大学教授，架谷昌信名古屋大学教授，林勇二郎金

沢大学教授)，一般論文は99件，参加者は140名余りと

伝えられている．日本の論文発表は全体の18％で米国

に次ぎ2位，参加者数は全体の23％で韓国とほとんど

同数の首位とのことである．

ProceedingsはA4サイズ全7巻で，合計厚さ170

mm，重さ11kgという代物．会場に設けられたPostal

Serviceに参加者が押し寄せたことは言うまでもない．

伝熱分野で現在話題となっていることを知るには，

キーノート・レクチャーや，項目別の論文数が参考と

なろう．そこで，表1に一般論文以外のレクチャーの

一覧を，図-2にセッション別の論文数を示す．

このように大規模な会議であるので，一般論文が例

外なくポスターセッションとなるのは致し方ない．ポ

スターセッションの是非についてはよく議論されるが，

｢参加当日に初めてproceedingsを渡され，ポスター

を見て回る一般の参加者には，縁日の露店をひやかし

て歩く客の趣がなくもない.」という望月先生の表

現5)は言い得て妙である．この意味では,IHTCは，

世界の伝熱関係者にはなくてはならないお祭りで，広

義の情報交換，友情交換の場，同時に開催国の文化や

歴史，さらには自国との関係につき理解を深める機会，

と考える方が適切ではなかろうか．

会場はA,B,Cと名付けられた三つの大部屋が隣

り合わせる配置で，キーノート・レクチャーはA室と

C室で，それぞれ15席×14列＝210席．一方，ポスター
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表1う．リーナリ／キーノート／スペシャル各レクチャーの一覧

PlenaryLectureHeatandMassTransferinthe'I11ennalProcessingofAdvanced

Name,NumberandUnit:G.F.Hewitt,PresidentoftheAIIITCMaterials:Y.Jaluria,theStatcUniversityofNewJersey,

ImperialCollegeofScience,TechnologyandMedicineUSA

KeynoteLecturesInverseDesignofTehmaiSystemswithParticipatingRadiating

BoilingChaosandModeling:M・Shoji,UniversiWofTokyo,Media:F.FIanfa,J.C.MomlesandJ.R.Howell,UniveIsity

JapanofTexasatAusIin,USA,M.Oguma,IHI,Inc.,Japan

ModelingofMicroscaleTransportinMultiphaseSystems:V,P.MicroJrransponPhenomcnaintheWorldofMinuleDropiets:

Ca1℃y,UniversiWofCalifbmia,Berkeley,USAW.-J・Yang,UniversilyofMichigan,USA

ThermodynamicOptimizationinHeatTransfer:A.BGjan,DukeAerospaccHeatandMassTransferRcsca【℃hfbrSpacecmft

University,USA'I11ennalContIoISystemsDevelopment:A、A、M.Delil,

CompIBssionIgnitionCombustionofLowCetaneNumberFuels:NationalAerospaceLaboratoryNLR,TheNetherlands

B.E.Milton,TheUniversityofNewSouthWales,AustraliaCriticalHeatFluxinSubcooledFIowBoiling:G,P.Celata,

PoolBoilingofSamratedPureLiquidsandBinaryMixtulEs:ENEA,Italy

EffbctofSurfaceCharactenstics：A，R･Balahishnan,IndianModellingLocalNon-EquilibriumHeaITransferinPorous

InstituteofTecmologyMadlas,IndiaMedia:M.Quintard,L､E・P.T.-ENSAM(UACNRS),Fmnce

InterphaseMatterTransfer,theCondensationCoefficientandMicro-SolidificationandMacro-HeatTransferinMulti-

DmpwiseCondensation:J.W.Rose,QueenMalyandComponentSystem:Y,Hayashi,KanazawaUnivelsity,Japan

WestfieldCollege,UniversityofLondon,UKFumaceCombustionandHeatTransferinLargeUtilityBoilers:

HeatTransferApplicationofChemicallyReactingSystems:M.S.M.Cho,FosterWheelex･DevelopmentCorporation,USA

Hasatani,NagoyaUnivcrsity,JapanHeatTransferinSolarCollectors:Y・ZvirinandB．A】℃nov，

ContainerlessProcessingbyAcousticandElectromagnelicTechnion,IsraelInstituteofTechnology,IsIael

Levitation:Y･Bayazitoglu,RiceUnivclsity,USAUnsteadyNaturalConvectioninanEnclosu正:H.S.Kwak,

FundamentalsofBoilingandMultiphascFlowunderExtremeSystemsEngineeringReseal℃hlnstitute,KoreaJ.M.Hyun,

Conditions:T､G､'IheofanousandW.W.Yuen,UniversityofKoIeaAdvancedlnstituteofScienceandTechnology,Korea

CalifbrniaatSantaBarbam,USAHeatandMassTransferinVitrificationofBio-and-Food

ImemctionsbetweenHeatTranstrandBubbleFormationinMaterials:T･-C.HuaandB.-1.Liu,UniversityofSanghaifbr

NucleateBoiling:D・GoIenflo,A.LukeandE・Danger,ScienceandTbchnology,China

UniveIsitat(GH)Paderbom,GermanyForced-ConvectionandBoilmgCharacteristicsinMicro-

RecentDevelopmentsinModelingthelnfralEdRadiativechannels:X、F.PengandB.X・Wang,TsinghuaUniversity,

Pm"rtiesofHotGases:J・Tame,A・Soufiani,P.RivieIeandChina

M.=Y.PerTin,EcoleCentralePalis,FranceSpecialLecture

GasTurbineHeatTransfer:NewestDevelopmentsinComponentAnExcitingVisualAppmachtoHeatExchangerDesign:V.V.

Performance:S.Wittig,S.KimandA.Schulz,UniversityofWadekar,HIFS,AEATecmologyplc.,UK

Karlsnlhe,Gennany

I I相変化を伴う／伴わない場合の二相流

流動沸騰

プール沸鱗

内部流伝熱

外部流伝熱

混合対流

自然対流

測定技術

數便拮術／モデリング

粒子系／多孔性媒体と特別応用

応用伝熱

伝熱促進

衝突噴流伝熱

原子炉／従来発竃ｼｽﾃﾑでの伝黙

熱交換器

凝縮、気液直接接触伝熱

ガスタービン伝熱

熱伝導・熱物性

凍結・融解・固化

放射・燃焼
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エネルギー・資源'1(）

一セッションにはまん中のB室が充てられた．

オープニングのプリーナリ・レクチャーは，英国

ImperialCollegeのHewitt教授による"Name,

NumberandUnit"であった．管内を乱流の強制対

流で冷却・加熱する際の相関式

NU=0.023Reo8Pr'/3

を出発点として，無次元数や単位について話が展開し，

最後はNewtonの有名な文章"Iknownotwhatthe

worldwillthinkofmylaboursbuttomyselfit

seemsthatlhavebeenbutachildplayingonthe

seashore;nowfindingsomepebblerathermore

polished,andnowsomeshellrathermore

agreeablyvariegatedthananother,whilethe

immenseoceanofTruthextendeditself

unexploredbeforeme.''と，感動的に講演を結ばれ

た．

講演を聴きながら，自国にこのような先達を持ち，

さらに母国語を国際標準として科学を語れる国民への

羨望を感じてしまった．我々が国際語として

湯川＝○・○二三×朝永(○八乗)×福井(三分の一乗）

のように書けるといいなと思うのは筆者だけであろう

か．途中何度かジョークを飛ばされた（らしい）が，

世間並みに笑うことができず，やっぱり英語が十分に

聞き取れていないなと思い知らされたことも，上記の

ようなことを考えるきっかけとなったようだ．

筆者にとって会議でいちばん楽しみなBanquetで

は,A,B,C室の仕切をぶち抜いた広大なホール

(オープニング時と同じ）に多数の円卓が用意されて

いた．この時ぐらいは非日常的な英語から開放された

いという願望が働き，人穗配置に関する系のエントロ

ピーの例外的減少に貢献してしまった．（要するに，

|司じ円卓に座った全員が日本人となった.）それはさ

ておき，美しい韓国女性達が太鼓をエネルギッシュに

叩きながら伝統舞踏を繰り広げてくれたのは圧巻であっ

た．その美しさと強さには，心から感動した．

先ほど,IHTCはなくてはならないお祭りと書いた

が，筆者の場合，研究の動向等は後でProceedings

に目を通せばよいだろうと考えて，どうしてもロビー

での会話や，観光に力点がいってしまう．案の定，ロ

ビーでローマ大学のGori教授らと観光の話をしてい

るところをカメラマンに撮られてしまった（写真2）．

この写真は，フォトデスクに張り出された写真をGori

教授が発見して購入し，筆者の部屋に，ドア下の隙間
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写真2ロビーで会話中のGori教授らと筆者

からこっそり投げ込んでくれた貴重なプレゼントであ

る．

5．次回2002年に向けて

思えば,IHTCとサッカーW杯は常に|荷l時期にある．

次回のIHTCはフランス（グルノーブル）で，サッカー

W杯は言わずもがな日韓共催である．

筆者は，ちょうど10年前の1988年10月末から11月始

めにかけて日本機械学会(JSME)と韓国機械学会

(KSME)の第1回合同熱流体工学会議に参加するた

め，初めて訪韓した．当時はビザを必要としたが，日

韓国交正常化30周年に当たる1995年以来，日本人観光

客に限り15日以内の滞在にはビザ不要となった．また，

1988年10月末の交換レートが1円=5.48ウォンだった

のに対し，今回は1円＝873ウォンであった（ともに

釜山金海空港内の両替所で)．このように10年前と比

べただけでも，日韓両国の関係は大きく変わっている．

今後はさらに日韓交流が前進しますように．

トベッケッスムニダ（また会いましょう）！
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KyongjuisthelnternationalHeatTransferConferencesite

It'salsoanInterestingHeatTransferCulmralsite!

Sukkuram(Grotto):NationalTreasure#24

DesignatedasanlntemationalCulturalHeritagebyUNESCO,馳峨”α碗isfamousfbranexquisitely
beautifllstamCofBUddahcarvedfTomasinglepieceofgranitein751Protectedbyaninmcatelj'
layCredstonedome,thestamehadsurvivedfbrmorethanthlrteencenmdesinspiteofhighhumidity
inthearea.However,itstartedtosuffbrrapiderosioneversincethedomeWasdisasSEmbledanfi
thenreassembledinl913,afterafailedattempttoSmugglethestametoJapan.
Twosupposedimprovementsweremadedunngthe
restoration.First,unabletocompletelyreassemblethe

dome,cementwasusedfbrsbucturalsupport.Secondly,
awaterstream,whichwasdiscoveredtoflowdirectly
underneaththestatue,waSdiverted.Later,additional

cementdomewithmodemtemperamreandhumidity
controlwereaddedtohalterosion,butwithlimited
success.Tbday,scientistssuggestthattheinlricate
domealigTedwiththeSunenabledefficientvendlation
andtheoriginalcoldstreamofwateractedasacondenser
fbrhumiditvcontrol.Nowonderthestreamwascalled

‐

Gα版"osoo(sweetdewwater).Ybucanvisittheplace
andStilltastethissweetdewwater.

BellofKingSongdok(EmileBell):NationalTreasure#29

T11isbronzebell,createdin771,isnotonlyoneofthelargestbellsintheworld(3.77mhigh,2.27m
indiameterand21tonsinweight)butrenownedibritsbeautifilltonelnadditiontothefIne
graphicsonitsoutersurface,E版"ebellfbamresmanysecondarystructurestosustaintheechoes,e.9.,
auniquesoundpipeonthetop.Thecontrolledcoolingrequiredtosuccessfilllycastthemassive,and
vetcomplex､smlctureisnosmalltechnicalachievementevenbvtodav'sstandards.Itissaidthata
- △ゴ マ ご

babywassacrifIcedinthemoltenmetal.nlephosphorinhumanbodysupposedlymadethebronze
ductileenoughtopreventcrackingdmngthecastingprocess.ItissaidthatthenameEm"etakes
afterthesoundheardwhenthebellisrang.SomesaythatE脚"eisacmallythecryofthesacnfIced
babyshoutmgemeef､mommy).Seeifyoualsohearthecry.

Sokbinggo(IceStorageHouse):Treasure#66
Historicalrecordsshowthaticestoragehouseswere
constructedasearlyas505inKorea.TT1isparticular

one,consructedinl738fbrtheroyalfamily,stored
iceblocksduringwintermonthsfbrconsumption
duringsummermOnths・AnumberofingeniouS
designallowedtheicetobestoredfbrmorethansix
monthsatasUetch.Oneistheunusualdesignofthe
enranceinwhichanunevenwallgeneratesawhirl-
windtomaintainlowpressureattheentmnceregion.
Anotheristhemulti-layeredandsteppedgrooveson
theceiling,whichsuppressthefbrmationoflarge-
scalenaturalconvectionwithintheroom.Canyou
identifyanyotherdesignthatwouldminimizeheat
廿ansferintheroom？

罐
…

識

醗
蕊噌丑;簿簿識驚織鍛も瑚熊癖

Posokjong(CirculatingWaterChannel):HistoricalSite#l
Whilenotinvolvingheattransfer,thissiteshouldmterestthefluiddynamistsamongus.Posokio"g
wasaroyalpicnicgroundwherekingsentertainedtheircourtiersbyfloatingwineglassesona
windingwaterchamel(10minlength,35cminwidthand26cmindepth).Itissaidthatkings
wereabletosendwineglassestoanydesiglatedperson.Becauseofmanyrecirculationzonesalong
thewindingwaterchannel,itisprobablethatawineglasscouldbemademomentarilystationaryat
difrbrentlocationsdependingonthewaternowrate.Decodingitssecretdesignmaybeaworthy
prOjectfbranynumencalanalyst.

preparedbyS.H.Chung,ScoulNationalUniversity
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